
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座のご案内 

 ◆小学生～高校生の点字入門教室 
日時 ５月９日（土）午前１０時～ 

場所 南公民館 ２階団体連絡室 

対象 市内の小学生～高校生 

※事前にお申込みが必要です 

◆0 歳児ママのふれあい広場 
日時 5 月 2１日（木）午前 10 時～ 

場所 南公民館 2 階和室 

内容 ふれあいあそび 

定員 10 組（先着順） 

申込 受付中 電話・メール可 

※赤ちゃんの下に敷くバスタオルをご持参ください。 

◆高齢者の筋トレ体操講座 
日時 ６月１、８、１５、２９日（月） 

全４回 午後１時４０分～  

場所 南公民館 2 階和室 

対象 蕨市在住 ６０歳以上 

軽い運動ができる方 

定員 １５名（先着順） 

申込 5 月１１日（月）～ 電話可 

◆おはなしくまさん 
日時 5 月９日（土）午後 2 時～ 

会場 三和公園 (雨天 南公民館２階和室) 

内容 絵本の読み聞かせ 

※今月は「外あそび」です。 

第 1 回目の 3 月１４日（土）は、じゃがいも

の植え付け、第 2 回目の 4 月 1１日（土）は、

とうもろこしと枝豆の種まきを行いました。 

 慣れない手つきながらも、みんなで一生懸命

土に触れ、無事に作業を終えることができまし

た。これからの芽吹きが今からとても楽しみで

す。 

次回の第 3 回は 5 月９日（土）、さつまいも

の苗の植え付けを行う予定となっています。  
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南公民館において、令和８年度みなみ学園が

開校いたしました。本学級は、高齢者の生涯学

習の推進と、地域における交流を目的としてい

ます。 

４月２７日（月）に実施された第１回では、

「健康けん玉教室」を開催しました。 

受講生は、講師の指導を受けながら、指先の

細かな動作や膝の屈伸を伴うけん玉の基礎を学

びました。脳の活性化やバランス能力の維持に

資する全身運動に取り組み、受講生同士の親睦

を深める有意義な開講初日となりました。 

みなみ学園開校 



河鍋暁斎記念美術館 2026 年 5 月展覧会 

企画展「国際博物館の日記念 暁斎の漫画事始
ことはじ

め展」 

同時開催 特別展「暁斎が絵本・挿絵に描いた妖怪画展」 
 

 

※最新の情報は美術館のホームページでご確認ください。 http://kyosai-museum.jp 
 

会期：2026 年 5 月 1 日（金）～6 月 24 日（水） 

休館日：毎週火・木曜、毎月 26 日～末日、年末年始 

入館料：一般 600 円、高校生・大学生 500 円、小・中学生 300 円、65 歳以上 500 円 
第 1・2 展示室では、暁斎が描いた掛軸・下絵・錦絵（多色摺木版画）・版本等の中から、風

刺・パロディーなど、現代に通じる漫画的表現が見られる作品を展示しています。 

また第 3 展示室では、暁斎の妖怪画を愛するファンからの熱いご要望に応え、暁斎の絵本や

挿絵本の中から、妖怪画を選び出してパネル展示する特別展を開催中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かわいい子ども達がいっぱい     くるみ保育園 園長 
  

令和８年度がスタートして１ヶ月！ 

新入園児も進級児も新生活に慣れるとともに、緊張や涙顔から少しず 

つかわいい笑顔が見られるようになりました。 

私達職員も子ども達の小さな手や澄んだ笑い声に癒され、心がふっと軽くなります。 

今は、園庭の大きな鯉のぼりを眺めたり手を伸ばそうとしたり・・鯉のぼりに夢中な子ど

も達です（笑） 

これから一年間かわいい子ども達の成長を見守っていきたいと思います。 

【 今月のお勧め作品 】 

「狂斎漫画 辻文板」「 金岡
かなおか

不
ふ

どうを画
えが

く図」（左下）ほか 暁斎（署名：売画

道人、惺々狂斎／印：酒仲之鬼） 元治元年（1864） 辻文板 大判錦絵 

本図は辻
つじ

文
ぶん

こと辻岡屋文助が幕末に出版した錦

絵シリーズです。 

左下の図は日本画の祖といわれる平安時代前期

の絵師・巨勢
こ せ の

金岡
かなおか

。不動明王
ふどうみょうおう

を描いたら、火炎
か え ん

光背
こうはい

が燃え出したという伝説を描いています。 

右の図は江戸時代初期の名工・左甚五郎
ひだりじんごろう

。大き

な仁王の顔に乗って鑿
のみ

を当て、木槌
き づ ち

で叩いて彫り

進めようとしています。左上の逆向きで牛に乗る

のは古代中国の思想家・老子です。それぞれは独

立していますが、一つの道に秀でた人物である点

が共通し、相互に共鳴する図が描かれています。 

http://kyosai-museum.jp/

